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２．本年度定めた重点的に取り組んだ目的、人材育成像

・教育理念 「菓子は人なり」

東京製菓学校は1954年の開校以来、「菓子は人なり」の教育理念の基で、時代が求める新し

い教育手法を取り入れて学生を指導し、次代を担うプロの育成を目指しています。

どれほど優れた技術も、人間的な成⾧が未熟であれば、意味を失うことは明らかです。

本校は、即戦力として社会で活躍できるよう、少数担任制で学生の自主性と創造力を尊重

し、最新の特殊設備まで網羅し実践的なカリキュラムを順次取り入れています。

また、国内外のトップレベルの講師を招くなど、充実した教育環境を提供することに全力を

注いでいます。

学生一人ひとりの夢の実現を力強くサポートしていき、創造する勇気にあふれ、豊かな心を

もった技術者を、これからも日本だけでなく世界中にたくさん送り出していきます。

１．学校の教育理念について

～実習・実演時間の充実化、現場に近い感覚で学べる環境の提供～

～時代に乗り遅れない、一歩先を行く先進性～

「いつでも最先端の技術と知識を学べる」。

東京製菓学校は、1954年の開校以来、業界の人材育成のトップランナーであり続けていま

す。先取的な取り組みによって卒業後すぐに役立つ新たなスキルやノウハウを身につけるこ

とができるのです。また、どんなに優れた技術も人間的に未熟であれば真のプロフェショナ

ルになれないと考えています。

・“プロを育てる”プロである

即戦力として社会で活躍できる人材育成のために、重点的な取り組みとして以下の５項目を実

施しました。

①「実習」に多くの時間を費やし、繰り返し作ることを基本とする。

②最新の特殊設備まで網羅し、実践的なカリキュラムを取入れる。

～プロを育てるプロとしての自信と実績～

③和洋パンの中から一つを選び「専門学習」で技術力と自信を身に着ける。

④少数担任制で学生の自主性と創造力を尊重する。

⑤国内外のトップレベルの講師による講習と資格取得の支援を行う。

～専門的知識・能力の形成、即戦力となる人材の育成～

～自ら動ける人間性の構築、クリエイティブセンスを磨き上げる～
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（0）各課各係の方針と目標 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

④・３・２・１

Ａ.年度の目標・方針

①パン・菓子産業界において即戦力となる人材の育成

②理論と実習を通じて、挨拶や礼儀などの菓子・パン作りに必要な人間形成

③応用力を養い、技術の活用性と向上心を磨く

④校外教育にも積極的に取組み、入学対象者への広報に努める

Ｂ.達成度

0-1.教育部(和菓子課、洋菓子課、パン課)の教育

基本方針

Ｃ.課題と今後の改善方策

現在の達成度を更に高めるよう、努力を継続する。

評価項目 評     価

90%

0-2.学生課の基本方針 ４・③・２・１

一定数以上の受講者数の維持・確保。

Ｃ.課題と今後の改善方策

Ａ.年度の目標・方針

学生が参加するイベントについて、指導・管理する。

Ｂ.達成度

60%

新型コロナウイルスの影響により学園祭(菓子祭)や卒業式など全てのイベントが中止となったが、学生課として対応が遅

れた。不測の事態に対してどのように対処すべきか、予め検討をしておく。

４・③・２・１

授業内容・受講内容について好評を得ており、会員・受講生の維持・確保ができている。

実施内容の更なる充実を図り、参加者数の増員を目指す。

評価項目 評     価

0-3.付帯教育課(菓子教室、各ゼミナール)の基本

方針

60%

Ａ.年度の目標・方針

スイートキッチンクラブ(菓子教室)、各種ゼミナールの運営や開催を計画・実施。

Ｂ.達成度

Ｃ.課題と今後の改善方策
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（0）各課各係の方針と目標 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

Ａ.年度の目標・方針

施設設備や機器備品の管理・保全・修理を担当し、安心して授業が出来る環境を構築する。

Ｂ.達成度

評価項目 評     価

0-6.総務部就職係の基本方針 ④・３・２・１

就職希望の学生に対する就職率１００％を達成。適材・適所の就職先を探し、更に高いレベルでの就職斡旋が出来るよ

うに努める。

評価項目 評     価

0-7.総務部施設係の基本方針

70%

Ｃ.課題と今後の改善方策

工程管理を徹底し、予定工期内で工事完了するように努める。

４・③・２・１

評価項目 評     価

0-4.総務部会計課の基本方針 ④・３・２・１

Ｃ.課題と今後の改善方策

Ａ.年度の目標・方針

就職を希望する学生の就職先を斡旋し、就職率100％を目指す。

Ｂ.達成度

95%

Ｃ.課題と今後の改善方策

(2020年度)入学者数に関しては目標達成。ただし、留学生割合が増えているので日本人学生の募集に力を入れる。

Ａ.年度の目標・方針

入学生募集のための広報活動および体験入学を実施する。

Ｂ.達成度

70%

Ａ.年度の目標・方針

Ｂ.達成度

90%

Ｃ.課題と今後の改善方策

学園の安定的な運営と教育目標達成のため予算管理を強化し、収支の安定を図る。

予算要望に応える体制を整備するとともに、不測の事態への対処が可能な体制も整える。

評価項目 評     価

0-5.総務部入学係の基本方針 ４・③・２・１
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（0）各課各係の方針と目標 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

Ｂ.達成度

60%

Ｃ.課題と今後の改善方策

資源の有効活用と経費削減に取り組むよう努める。

Ａ.年度の目標・方針

各課との間で問題認識を共有し、教育活動の扶助推進のため、①教材の仕入・調達、②情報の収集と提供に努める。

0-8.総務部庶務係の基本方針 ４・③・２・１

最終更新日付 2020年4月10日

総合平均値 3.4
記載責任者 ⾧谷川 献
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３．評価項目の達成状況及び取組状況

（1）教育理念・目標 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

1-1.学校の理念・目的・育成人材像は定められているか
④・３・２・１

（専門分野の特性が明確になっているか）

1-2.学校における職業教育の特色は何か ④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

和菓子・洋菓子・パンと独立したコースになっており、専門性を高める教育が出来ている。

また、総授業時間数およびそのうちの実習時間数は国内トップクラスを保っている。

Ａ.現状確認・評価

当学園は技術面の育成だけでなく、「菓子は人なり」という基本理念のもと、プロを育てるという自覚を持ち、洋菓子・

和菓子・パンを通じて、社会で通用する人間形成にも力を注いでいる。

Ｂ.評価の根拠

学則、入学案内書、ホームページ、教師への聴き取り調査、学生アンケート

Ｃ.課題と今後の改善方策

理論・実習を通じて、更に基本理念の理解が深まるよう努力を続けていく。

評価項目 評     価

授業カリキュラム、特別ゼミの実施、施設計画など

Ｂ.評価の根拠

設置コース及び教育計画、入学案内書、ホームページ

Ｃ.課題と今後の改善方策

理論と実習の融合性を高め、更なる充実を目指す。

評価項目 評     価

1-3.社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いて

いるか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

経験豊富な専任教師陣や専門性の高い施設設備をもって、パン菓子産業界が求める人材の育成を実施している。

基礎的理論・基本的実習を大切にしながらも、時代にあったニーズに対応できている。

Ｂ.評価の根拠

Ｃ.課題と今後の改善方策

パン菓子産業界との連携を深め、更なる充実を目指す。
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（1）教育理念・目標 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

更なる内容の充実を図る。

評価項目 評     価

1-4.学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが

学生・保護者等に周知されているか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

概ね、周知されている。

Ｂ.評価の根拠

学生アンケート、入学案内、ホームページ等

Ｃ.課題と今後の改善方策

Ｂ.評価の根拠

授業計画、講習会やセミナーへの積極参加、各種団体からの情報収集や情報交換

Ｃ.課題と今後の改善方策

パン菓子産業界との意思疎通を図り、内容充実を目指す。

評価項目 評     価

1-5.各学科の教育目標・育成人材像は、学科等に対応する業

界のニーズに向けて方向づけられているか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

パン菓子産業界が求める人材の育成を目標とし、各業界からも評価を得ている。

⾧谷川 献

2020年4月10日

記載責任者

最終更新日付

総合平均値 4.0
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（2）学校運営 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

2-1.目的等に沿った運営方針が策定されているか ④・３・２・１

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。

評価項目 評     価

2-2.運営方針に沿った事業計画が策定されているか ④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

策定されている。

Ｂ.評価の根拠

事業計画 教職員アンケート

評価項目 評     価

2-3.運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化され

ているか、有効に機能しているか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

運営方針に沿って、策定されている。

Ｂ.評価の根拠

事業計画

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。

Ａ.現状確認・評価

組織体制、意思決定機能は明確化されており、有効に機能している。

運営組織図、各種委員会、就業規則およびその他の諸規則

Ｃ.課題と今後の改善方策

Ｂ.評価の根拠

規則に定められている以外の部分についても、意思疎通・問題認識の共有化を図り、更なる充実を目指す。

評価項目 評     価

Ａ.現状確認・評価

整備されている。

Ｂ.評価の根拠

給与規程、就業規則等

Ｃ.課題と今後の改善方策

2-4.人事・給与に関する規程等は整備されているか ④・３・２・１

働き方改革に沿うよう、改善を施していく。
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（2）学校運営 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

2-5.教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備さ

れているか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

Ａ.現状確認・評価

組織整備されている。

Ｂ.評価の根拠

就業規則、業務の分担規程、経理規程

Ｃ.課題と今後の改善方策

教師・職員の意見を反映する仕組みを検討する。

評価項目 評     価

2-6.業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備

されているか
４・③・２・１

Ｂ.評価の根拠

体制は整備されているが、教職員の理解度が若干不足している。

Ｂ.評価の根拠

コンプライアンス規程

Ｃ.課題と今後の改善方策

コンプライアンス体制を見直し、更なる周知徹底を図る。

評価項目 評     価

2-7.教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４・③・２・１

Ａ.現状確認・評価

公開用の資料を作成しており、公開の規程もある。

情報公開規程

Ｃ.課題と今後の改善方策

ホームページ等で公開できる体制を検討する。

評価項目 評     価

Ａ.現状確認・評価

個人に１台以上のＰＣを配置し、課・係毎に情報の共有化を行えており、効率化も図れている。

Ｂ.評価の根拠

PC設置状況およびシンクライアント環境の導入実績

Ｃ.課題と今後の改善方策

2-8.情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４・③・２・１

情報漏洩などに対する個々の意識を高め、情報の使用ルールの作成と周知徹底を図る。
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（2）学校運営 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

最終更新日付 2020年4月10日

総合平均値 3.6
記載責任者 ⾧谷川 献
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（3）教育活動 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

3-1.教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定

されているか
④・３・２・１

更なる充実を図る。

評価項目 評     価

3-2.教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の

修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確に

されているか

④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

Ａ.現状確認・評価

策定されている。

Ｂ.評価の根拠

業務方針会議（方針発表・反省報告）

Ｃ.課題と今後の改善方策

Ａ.現状確認・評価

学科別に体系的に整備されている。

Ｂ.評価の根拠

多種類多品目の実習を行い、応用力と習熟度を高めている。また、総授業時間数における実習時間８割以上の実施も達成

できている。

Ｂ.評価の根拠

教育カリキュラム、入学案内書、ホームページ等

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。

評価項目 評     価

授業カリキュラム、シラバス

Ｃ.課題と今後の改善方策

評価項目 評     価

3-4.キャリア教育･実践的な職業教育の視点に立ったカリキュ

ラムや教育方法の工夫･開発などが実施されているか
④・３・２・１

パン菓子産業界の要望に応えるカリキュラムの導入を検討する。

3-3.学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ④・３・２・１

教師や業界の求めるものだけでなく、学生からの要望にも応えることを検討していく。

Ａ.現状確認・評価

Ｂ.評価の根拠

授業カリキュラム、シラバス

Ｃ.課題と今後の改善方策

実施されている。
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（3）教育活動 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

3-5.関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携によ

り、カリキュラムの作成・見直し等が行われているか
４・③・２・１

体系的に位置づけられている。

インターンシップの受け入れ先拡大に向けて、努力を続けていく。

評価項目 評     価

3-6.関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるイ

ンターンシップ、実技、実習等）が体系的に位置づけられてい

るか

４・③・２・１

Ａ.現状確認・評価

Ａ.現状確認・評価

Ｂ.評価の根拠

業界団体との交流実績など

Ｃ.課題と今後の改善方策

状況に応じて、カリキュラムの作成・見直し等が行われている。

業界団体等との意思疎通を図り、更なるカリキュラムの充実を目指す。

3-7.授業評価の実施・評価体制はあるか ④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

教職員間で常に授業評価を行っている。

Ｂ.評価の根拠

Ｂ.評価の根拠

インターンシップ規則、授業カリキュラム、入学案内書、ホームページ等

Ｃ.課題と今後の改善方策

評価項目 評     価

Ａ.現状確認・評価

2019年度より実施している。

Ｂ.評価の根拠

自己点検評価/学校関係者評価規則

Ｃ.課題と今後の改善方策

教職員会議、夕礼、学生アンケート

Ｃ.課題と今後の改善方策

各課で毎日夕礼を実施し、問題や反省、改善の共有を図っているが、更なる充実を目指す。

評価項目 評     価

3-8.職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れてい

るか
４・③・２・１

制度にのっとり、今後も適切に開催し、更なる充実を図る。
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（3）教育活動 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

3-9.成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確に

なっているか

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。

評価項目 評     価

3-10.資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体

系的な位置づけはあるか
④・３・２・１

④・３・２・１

評価項目 評     価

3-12.関連分野における業界等との連携において優れた教員

（本務・兼務含む）を確保するなどマネジメントが行われてい

るか

④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

学校規則等により、明確になっている。

Ｂ.評価の根拠

学生生活規則・学則・ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーなど

学生における資格取得意欲を増進させることを努力する。

評価項目 評     価

3-11.人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件

を備えた教員を確保しているか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

Ｂ.評価の根拠

授業カリキュラム・製菓衛生師受験対策セミナー

Ｃ.課題と今後の改善方策

カリキュラムの中で体系的に位置づけている。

Ａ.現状確認・評価

Ａ.現状確認・評価

Ｂ.評価の根拠

教員資格取得及び受賞表

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。

要件を備えた教員の確保ができている。

Ｂ.評価の根拠

授業カリキュラム、企業との委託業務提携、入学案内書、ホームページ等

Ｃ.課題と今後の改善方策

授業内容をより高め、更なる充実を図る。

原材料、製菓製パン機械等の関連企業の中から代表的な企業、優れた製品を開発している企業と提携している。

また、当該企業より講師を派遣してもらい、授業を実施している。
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（3）教育活動 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

総合平均値 3.7
記載責任者 ⾧谷川 献

最終更新日付 2020年4月10日

Ａ.現状確認・評価

企業、協会等による研修会等に積極的に参加させている。

Ｂ.評価の根拠

評価項目 評     価

更なる充実を図る。

研修会等で得た知識やスキルを教師間で共有し、授業カリキュラムに反映できるよう努める。

3-13.関連分野における先端的な知識・技能等を修得するため

の研修や教員の指導力育成など資質向上のための取組が行われ

ているか

④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

定期的に行っている。

Ｂ.評価の根拠

各種コンテストやセミナー、講習会への参加状況、内部研修会/勉強会の実施状況

Ｃ.課題と今後の改善方策

コンテスト等参加規程、各課予算申請資料、課別業務方針及び教育計画等

Ｃ.課題と今後の改善方策

評価項目 評     価

3-14.職員の能力開発のための研修等が行われているか ４・③・２・１
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（4）学修成果 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

4-1.就職率の向上が図られているか ④・３・２・１

Ｃ.課題と今後の改善方策

就職受け入れ先の拡大に努める。

評価項目 評     価

4-2.資格取得率の向上が図られているか ４・③・２・１

Ａ.現状確認・評価

就職希望者の就職率は１００％であり、高い水準を保てている。

Ｂ.評価の根拠

業務方針資料<就職係>

評価項目 評     価

4-3.退学率の低減が図られているか ④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

図られている。

Ｂ.評価の根拠

衛生責任者の取得のための授業を実施。

Ｃ.課題と今後の改善方策

資格取得意欲の増進を図る。

Ａ.現状確認・評価

退学率の低減が図られている。

減点制度・担任・学生相談担当・学費ローン制度・奨学金等の紹介

Ｃ.課題と今後の改善方策

Ｂ.評価の根拠

評価項目 評     価

4-4.卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握している

か
④・３・２・１

カウンセリングを充実させて、中途退学者ゼロを目指す。

Ａ.現状確認・評価

Ｂ.評価の根拠

校友会活動（支部がある地域のみ）・コンテストの取材・雑誌記事による情報収集

Ｃ.課題と今後の改善方策

コンテスト等の受賞者の確認、卒業生の就業状況および新規開店の把握や業界内での評価の把握に努めている。

地方での校友会支部活動を活発にすることで、状況の更なる把握に努める。
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（4）学修成果 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

今後も活躍している卒業生を講師として招き、教育活動への活用/キャリア形成の手助けに努める。

評価項目 評     価

4-5.卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動

の改善に活用されているか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

社会的に活躍している卒業生を講師として招き、教育活動の改善に取り入れている。

また、キャリア形成の一助となっている。

Ｂ.評価の根拠

卒業生在籍調査

Ｃ.課題と今後の改善方策

総合平均値 3.8
記載責任者 ⾧谷川 献

最終更新日付 2020年4月10日
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（5）学生支援 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

5-1.進路・就職に関する支援体制は整備されているか ④・３・２・１

学生の希望と受け入れ先の希望に齟齬が生じないような調整を図る。

評価項目 評     価

5-2.学生相談に関する体制は整備されているか ④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

Ａ.現状確認・評価

就職率100％であり、支援体制は整備されている。

Ｂ.評価の根拠

就職係の人事・各種就職セミナー・学園組織図

Ｃ.課題と今後の改善方策

Ａ.現状確認・評価

5-3.学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ④・３・２・１

学費ローンの紹介、奨学金・支援金等の紹介・学費分割（条件により承認）等による支援を実施している。

入学前のアルバイト紹介（アシステム）も行っている。

Ｂ.評価の根拠

整備されている。

Ｂ.評価の根拠

担任教師/学生相談窓口/学生生活規則

Ｃ.課題と今後の改善方策

学生の相談の内容により、専門家の活用を検討する。

評価項目 評     価

Ａ.現状確認・評価

Ｂ.評価の根拠

衛生委員会活動・健康診断、細菌検査の実施・アレルギー等の申告書管理・菓子販売票

Ｃ.課題と今後の改善方策

健康管理・衛生管理を非常に気にかけており、その検査や管理の体制も整えている。

衛生委員会を中心に、更なる充実を図る。

募集要項／奨学金等パンフの配布による周知と相談受付

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。

評価項目 評     価

5-4.学生の健康管理を担う組織体制はあるか ④・３・２・１
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（5）学生支援 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

Ａ.現状確認・評価

Ｂ.評価の根拠

各種ゼミナールの実施、コンテスト入賞歴、部活動の報告、留学生技術大会の実施実績など

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。

参加を促進している。

評価項目 評     価

5-5.課外活動に対する支援体制は整備されているか ④・３・２・１

生活環境の悪化が学校生活へ影響を与えるので積極的に支援を行っている。

Ｂ.評価の根拠

出席簿、授業態度のチェックなど

Ｃ.課題と今後の改善方策

状況に応じた支援を行えるよう検討する。

評価項目 評     価

評価項目 評     価

5-6.学生の生活環境への支援は行われているか ４・③・２・１
Ａ.現状確認・評価

保護者通知 教職員会議議事録

Ｃ.課題と今後の改善方策

保護者との連携の在り方を検討し、更なる充実を目指す。

評価項目 評     価

5-8.卒業生への支援体制はあるか ④・３・２・１

5-7.保護者と適切に連携しているか ４・③・２・１
Ａ.現状確認・評価

学期末ごとに保護者へ成績表の送付を行っている。また、欠席（減点）が多い場合にも都度通知をしている。

保護者との連絡を密にして、問題の早期把握、解決に努めている。

Ｂ.評価の根拠

WEBサイトを利用した支援の強化を図る。

Ａ.現状確認・評価

あらゆる面で指導・支援を行っている。

Ｂ.評価の根拠

就職・求人情報の公開、校友会講習会の開催、地方講習(校友会)の開催など

Ｃ.課題と今後の改善方策
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（5）学生支援 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

5-9.社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ④・３・２・１

評価項目 評     価

5-10.高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職

業教育の取組が行われているか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

Ａ.現状確認・評価

整備されている。

Ｂ.評価の根拠

講習会やセミナーへの参加状況、関連協会への入会、授業カリキュラム

Ｃ.課題と今後の改善方策

社会ニーズの収集に努め、更なる充実を図る。

総合平均値 3.8
記載責任者 ⾧谷川 献

最終更新日付 2020年4月10日

移動授業等により依頼があった高校等へ授業に出かけている。

年間１００校以上で実施しており、職業教育に貢献している。

Ｂ.評価の根拠

業務方針報告書、事業報告書、移動授業等の実績

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。
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（６）教育環境 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

6-1.施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるように

整備されているか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

十分に整備されている。

Ｂ.評価の根拠

施設・設備の状況、学生アンケート

評価項目 評     価

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。

評価項目 評     価

6-2.学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等につ

いて十分な教育体制を整備しているか
④・３・２・１

6-3.防災に対する体制は整備されているか ４・③・２・１

Ａ.現状確認・評価

箱根研修や海外研修などは学生にとっても好評であり、教育効果を上げている。

Ｂ.評価の根拠

学生アンケート

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。

Ａ.現状確認・評価

施設設備には問題はない。点検も法令通りに行っている。

最終更新日付 2020年4月10日

施設設備法令点検表、予防、防災組織、防災計画

Ｃ.課題と今後の改善方策

学生を含めた防災訓練の実施を目指す。

総合平均値 3.7
記載責任者 ⾧谷川 献

Ｂ.評価の根拠

21 ページ



（７）学生の受入れ募集 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

7-1.学生募集活動は、適正に行われているか ④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

Ａ.現状確認・評価

適正に行われている。

Ｂ.評価の根拠

毎年度の入学者数より

Ｃ.課題と今後の改善方策

夜間部の入学者数を増やすため、夜学見学会を数多く実施して学生数増加を目指す。

評価項目 評     価

7-2.学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられてい

るか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

教育内容から考えて、妥当である。

Ｂ.評価の根拠

学校見学、オープンキャンパス、学校ガイダンス、移動授業、文化祭、夜学説明会などあらゆる広報活動にて教育の成

果を伝えられている。

Ｂ.評価の根拠

体験入学参加者数、夜学説明会参会者数、移動授業実施回数など

Ｃ.課題と今後の改善方策

現状に問題はなく、より一層の充実を目指す。

評価項目 評     価

計算書類（資金収支計算書・事業活動収支計算書・貸借対照表）

Ｃ.課題と今後の改善方策

現状維持できるよう努力を続ける。

7-3.学納金は妥当なものとなっているか ④・３・２・１

総合平均値 4.0
記載責任者 ⾧谷川 献

最終更新日付 2020年4月10日
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（８）財務 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

8-1.中⾧期的に学校の財務基盤は安定しているか ④・３・２・１
Ａ.現状確認・評価

財政状態は安定している。

Ｂ.評価の根拠

決算書類等（資金収支計算書・事業活動収支計算書・貸借対照表）

評価項目 評     価

Ｃ.課題と今後の改善方策

現状を継続すべく努力をする。

評価項目 評     価

8-2.予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ④・３・２・１

8-3.財務について会計監査が適正に行われているか ④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

無理のない事業計画であり、その予算にも妥当性があり、有効性がある。

Ｂ.評価の根拠

予算書（資金収支予算書・事業活動収支予算書）・事業計画

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。

Ａ.現状確認・評価

公認会計士の監査を毎年受けている。

監査報告書

Ｃ.課題と今後の改善方策

Ｂ.評価の根拠

良い状況を継続すべく努力をする。

評価項目 評     価

当学園ホームページ上での公開を検討・実現する。

Ａ.現状確認・評価

体制整備は出来ている。要請に応じて、公開できる準備も整っている。

Ｂ.評価の根拠

財務情報公開資料及び財務情報閲覧要項

Ｃ.課題と今後の改善方策

8-4.財務情報公開の体制整備はできているか ４・③・２・１
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（８）財務 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

総合平均値 3.8
記載責任者 ⾧谷川 献

最終更新日付 2020年4月10日
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（９）法令等の遵守 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

9-1.法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされ

ているか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

遵守し適正な運営を実行している。

Ｂ.評価の根拠

寄附行為、学則、各種規程

評価項目 評     価

Ｃ.課題と今後の改善方策

今後も適正な運営を心掛ける。

評価項目 評     価

9-2.個人情報に関し、その保護のための対策がとられている

か
④・３・２・１

9-3.自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ４・③・２・１

Ａ.現状確認・評価

個人情報保護法に基づいて対策を取っている。

Ｂ.評価の根拠

個人情報保護方針(プライバシーポリシー)、ＰＣ使用規程、個人情報保護保険

Ｃ.課題と今後の改善方策

PC運用規程を更に整備し、保護対策を強化する。適切な運用を周知徹底する。

9-4.自己評価結果を公開しているか

Ａ.現状確認・評価

実施しているが、改善を要する点も見受けられる。

自己点検評価報告書

Ｃ.課題と今後の改善方策

Ｂ.評価の根拠

４・３・②・１

教職員において課題を共有し、改善に向けて努力する。

当該評価を実施する意味と意義の周知徹底を行う。

評価項目 評     価

Ａ.現状確認・評価

自己点検評価を行っているが、未公開である。

Ｂ.評価の根拠

自己点検評価報告書、自己点検評価委員会、学校評価実施規程

Ｃ.課題と今後の改善方策

自己点検評価だけでなく、その先の学校関係者評価を行う。また、同時に公開できるような体制づくりをする。

25 ページ



（９）法令等の遵守 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

最終更新日付 2020年4月10日

総合平均値 3.3
記載責任者 ⾧谷川 献
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（10）社会貢献・地域貢献 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

10-1.学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献

を行っているか
④・３・２・１

Ａ.現状確認・評価

Ａ.現状確認・評価

教室の貸し出しや実習製品の子ども食堂への無償提供、地域イベントへの協力等、社会及び地域貢献の実施を行ってい

る。また学校周辺の清掃活動も実施している。

Ｂ.評価の根拠

事業報告書

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。

評価項目 評     価

10-2.学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ４・③・２・１

Ａ.現状確認・評価

求めに応じて、協力できる体制が整えられている。

Ｂ.評価の根拠

必要とされるボランティア活動について告知を行っている。

Ｂ.評価の根拠

現状の客観的判断による

Ｃ.課題と今後の改善方策

授業に支障が出ない範囲での協力、支援を行えるよう努める。

評価項目 評     価

事業報告書

Ｃ.課題と今後の改善方策

授業に支障が出ない範囲ではあるが、協力を促進する。

10-3.地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含

む）の受託等を積極的に実施しているか
４・③・２・１

総合平均値 3.3
記載責任者 ⾧谷川 献

最終更新日付 2020年4月10日
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（11）国際交流 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

評価項目 評     価

11-1.留学生の受入れ、派遣について戦略を持って行ってい

るか
４・③・２・１

Ａ.現状確認・評価

諸外国よりの評価が高く、積極的・戦略的に取り組んでいる。

Ｂ.評価の根拠

事業報告書

評価項目 評     価

Ｃ.課題と今後の改善方策

留学生と国内学生との割合に留意して、実施する。

評価項目 評     価

11-2.留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続

き等がとられているか
④・３・２・１

11-3.留学生の学修、生活指導等について学内に適切な体制が

整備されているか
４・③・２・１

Ａ.現状確認・評価

法令を遵守し、適切に行っている。

Ｂ.評価の根拠

成績表・出席簿、留学生担当者

Ｃ.課題と今後の改善方策

適切にできている現状を継続する。

11-4.学習成果が国内外で評価される取組を行っているか

Ａ.現状確認・評価

教師により指導できる体制を整備している。

現状からの客観的評価、ソウルオフィス

Ｃ.課題と今後の改善方策

Ｂ.評価の根拠

④・３・２・１

留学生の日本語会話能力の向上に尽力し、更にきめ細かい指導を行うなど、対応能力の充実化を図る。

評価項目 評     価

Ａ.現状確認・評価

様々な行事に対し、機会が有る毎に参加するなど十分に取り組んでいる。

Ｂ.評価の根拠

客観的評価、評判、コンテスト受賞歴

Ｃ.課題と今後の改善方策

更なる充実を図る。
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（11）国際交流 【評価】適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１

最終更新日付 2020年4月10日

総合平均値 3.5
記載責任者 ⾧谷川 献
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４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

〇２０１９年度総合的評価結果

以上

※自己点検評価に関することのお問合せは下記まで。

東京都新宿区高田馬場1-14-1   

東京製菓学校／自己点検評価委員会   

℡ 03-3200-7171   

〇目標・計画

東 京 製 菓 学 校

第三者評価を実施することを当面の目標としています。

まずは、自己点検評価および学校関係者評価をしっかりと実施できる体制を確立します。

評価を実施するにあたり、根拠に乏しい点検評価は資料の充実化を図ることで、早急に改善します。

最終目標以外は2020年度中に完成させるように計画します。

②理事⾧、校⾧、部⾧への聞取り調査を実施する。

④自己点検・評価実施マニュアルを作成・修正する。

当学園は「菓子は人なり」という教育理念の基、学園運営に取り組んでおり、時流に合った授業内容

の改訂、施設設備の改築や充実にも努力を続けてまいりました。このことを自己点検評価を通じて再

認識出来た点は非常に有意義であったものと考えます。

次年度以降は当該評価の意義を教職員に再度周知徹底し、問題点の情報共有やその改善意識の向上、

教職員のスキルアップへとつなげていくことを目指します。

学校法人 東京綜合食品学園

③自己点検・評価委員会運営マニュアルを作成・修正する。

⑤自己点検・評価の公開及びフィードバックを実施する。

具体的な目標として、以下の項目を考えています。

①教職員アンケートを実施し、自己点検評価の意義の浸透を図る。判定基準を充実化させる。
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2019年度
⓪各課目標 3.4

①理念・目標 4.0

②運営 3.6

③教育活動 3.7

④学修成果 3.8

⑤学生支援 3.8

⑥教育環境 3.7

⑦募集 4.0

⑧財務 3.8

⑨法令遵守 3.3

⑩貢献 3.3

⑪国際交流 3.5

⑫平均 3.7
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自己点検評価

＜2019年度＞
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